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Abstract: The purpose of this study was to evaluate the relationship between relative age effect 
(RAE) and physical fitness of the elementary school children in sports talent identification and 
development program selection. This study was conducted among 1,056 children (619 boys, 437 
girls), 3rd grade elementary school children (aged 8-9 years old), participated in sports talent 
identification and development program selection. All participants were completed to measure 
height, body weight, handgrip strength, sitting trunk flexion, side step test, 30-seconds sit-up test, 
standing long jump, and 20m sprint time. To evaluate RAE, participants were divided into four 
groups from each birth month of annual-age; April-June (Apr-Jun), July-September (Jul-Sep), 
October-December (Oct-Dec), and January-March (Jan-Mar) group, respectively. Physical fitness of 
latter birth month group tended to be lower than early birth month group. The mean value of 
T-score of 6-item physical fitness test of Oct-Dec and Jan-Mar group was significantly lower than 
that of Apr-Jun group. These results suggest that physical fitness of participants in sports talent 
identification and development program selection is affected by RAE, and participants born from 
April to June has a relative age advantage. Therefore, it is necessary to consider the effect of RAE 
in selection system.
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の先行研究において認められ，特に 1 ～ 3 月生
まれの小学生の体力・運動能力は劣ることが示





減少し，1 ～ 3 月生まれが最も少なかったとし
ている 3）．同様に，日本プロサッカーリーグ（J
リーグ）のアカデミーに所属する男子選手につ





























選考会は 2013 年 3 月および 10 月，2014 年
7 月，2015 年 8 月，2016 年 7 月に実施したが，
開催月の違いによる影響を可能な限り除外する




























70cm に設定した光電管（TAG Heuer 社製；
















対象者の誕生月を 3 か月ごと（4 ～ 6 月，7 ～
9 月，10 ～ 12 月，1 ～ 3 月）に区分したうえで，
男女別に平均値±標準偏差で表した．また，総
合 T スコアが上位 20％に該当した者を対象と
して，3 か月ごとの誕生月別に対象者の割合を















「4 ～ 6 月」が 200 名（32.3％），「7 ～ 9 月」が
168 名（27.1％），「10 ～ 12 月」が 138 名（22.3％），
「1 ～ 3 月」が 113 名（18.3％）を示し，誕生月
が遅くなるにつれて少数であった．一方，女子
については，「4 ～ 6 月」が 144 名（33.0％），「7
～ 9 月」が 111 名（25.4％），「10 ～ 12 月」が
114 名（26.1％），「1 ～ 3 月」が 68 名（15.6％）
を示し，「7 ～ 9 月」と「10 ～ 12 月」でほぼ同
数であったものの，「4 ～ 6 月」に比べ少数であっ







長は「1 ～ 3 月」が最も低値を示し，「4 ～ 6 月」・
「7 ～ 9 月」・「10 ～ 12 月」との間に有意差が認
められた（p<0.01）．また，「10 ～ 12 月」につ
いても「4 ～ 6 月」・「7 ～ 9 月」に比べ有意に
低値であった（p<0.01）．一方，体重は身長と
同様に「1 ～ 3 月」が最も低値を示し，「4 ～ 6
月」・「7 ～ 9 月」との間に有意差が認められた
（p<0.01）．さらに，「10 ～ 12 月」についても「4
～ 6 月」・「7 ～ 9 月」に比べ有意に低値であっ
た（p<0.05）．なお，「4 ～ 6 月」と「7 ～ 9 月」
との間には，身長・体重ともに有意差が認めら
れなかった．
体力・運動能力測定については，「10 ～ 12 月」
および「1 ～ 3 月」の握力・反復横とび・立ち
幅とび・20m 走が，いずれも「4 ～ 6 月」に比
べ有意に低値を示した（「10 ～ 12 月」の立ち
幅とび；p<0.05，その他の項目；p<0.01）．また，
「1 ～ 3 月」の握力については「7 ～ 9 月」との
比較においても有意に低値であった（p<0.05）．
一方，「4 ～ 6 月」と「7 ～ 9 月」との間では，
表１ 誕生月別の対象者数と割合
4～6月 7～9月 10～12月 1～3月 合計
男子 （名） 200 168 138 113 619
（％） 32.3 27.1 22.3 18.3 100.0
女子 （名） 144 111 114 68 437












長は，「1 ～ 3 月」が最も低値を示し，誕生月
が遅くなるにつれて低下する傾向であったもの
の，「7 ～ 9 月」・「10 ～ 12 月」・「1 ～ 3 月」の
3 群間に有意差は認められなかった．しかし一
方で，「4 ～ 6 月」との比較では，いずれも有
意に低値であった（p<0.01）．また，体重につ
いても誕生月が遅くなるにつれて低値を示す傾




走および「10 ～ 12 月」の握力・立ち幅とび・
20m 走が，いずれも「4 ～ 6 月」に比べ有意
に低値を示した（「1 ～ 3 月」の反復横とび；
p<0.05，その他の項目；p<0.01）．また，「10
～ 12 月」・「1 ～ 3 月」の握力および「1 ～ 3 月」




身長　（cm） 132.8±05.1 132.3±05.3 130.1±05.2 **, ## 127.8±04.9 **, ##, ††
体重　（kg） 029.0±04.4 029.3±04.7 027.6±04.8 *, # 026.4±03.9 **, ##
握力　（kg） 012.6±02.5 012.2±02.3 011.6±02.5 ** 011.2±02.3 **, #
長座体前屈　（cm） 028.6±06.6 028.3±06.2 028.7±06.8 026.7±05.7
反復横とび　（点） 042.4±05.5 041.0±05.1 039.8±05.4 ** 040.1±04.6 **
上体起こし　（回） 019.6±03.9 019.4±03.9 018.7±04.5 018.9±03.9
立ち幅とび　（cm） 146.1±16.8 143.2±14.3 140.5±16.5 * 139.3±16.1 **
20m走　（秒） 03.93±0.24 03.98±0.23 04.03±0.27 ** 04.04±0.26 **







身長　（cm） 132.3±05.5 129.6±04.7 ** 129.1±05.3 ** 128.0±04.9 **
体重　（kg） 028.1±03.9 027.2±03.9 026.5±03.4 * 026.5±04.6
握力　（kg） 012.1±02.5 011.6±02.3 010.7±02.1 **, # 010.6±02.3 **, #
長座体前屈　（cm） 032.2±06.3 031.0±06.0 032.2±06.3 030.4±06.5
反復横とび　（点） 040.2±05.3 039.3±05.0 039.0±04.3 037.8±05.8 *
上体起こし　（回） 019.3±03.8 019.3±03.8 018.9±03.7 017.8±04.2
立ち幅とび　（cm） 142.3±15.0 137.5±16.1 133.6±15.5 ** 132.1±16.8 **
20m走　（秒） 03.99±0.21 04.04±0.21 04.11±0.24 ** 04.15±0.25 **, #











図 1 に誕生月別の総合 T スコアを示した．
男子の総合 T スコアは，「4 ～ 6 月」が 51.8 ±
6.9 点，「7 ～ 9 月」が 50.3 ± 5.9 点，「10 ～ 12
月」が 48.7 ± 7.0 点，「1 ～ 3 月」が 47.9 ± 6.2
点であった．一方，女子については，「4 ～ 6 月」
が 52.1 ± 6.4 点，「7 ～ 9 月」が 50.4 ± 6.2 点，
「10 ～ 12 月」が 48.8 ± 5.7 点，「1 ～ 3 月」が
47.0 ± 6.8 点であった．総合 T スコアは，男子・
女子ともに誕生月が遅くなるにつれて低値を示
し，「4 ～ 6 月」と「10 ～ 12 月」および「1 ～
3 月」には有意差が認められた（p<0.01）．また，























**; p<0.01 vs 4～6月














**; p<0.01 vs 4～6月


























n = 88，χ2 = 21.1，p<0.01
図 2　総合Ｔスコアが上位 20％ し における誕生月別の割合
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子 131 名，女子 88 名となった．総合 T スコア
が上位 20％に該当した者における誕生月別の
割合は，男子の「4 ～ 6 月」が 49.6％（65 名），
「7 ～ 9 月 」 が 23.7 ％（31 名 ），「10 ～ 12 月 」
が 19.8％（26 名），「1 ～ 3 月」が 6.9％（9 名）
であった．一方，女子については，「4 ～ 6 月」
が 52.3％（46 名），「7 ～ 9 月」が 23.9％（21 名），「10










認められたものの，いずれも「4 ～ 6 月」が最
も高く，「1 ～ 3 月」が最も低い結果であった．
また，厚生労働省の人口動態調査 5）に基づき，
対象者の出生年度（2005 ～ 2007 年度）におけ






















選考方法の特性や多くの先行研究 4, 6, 7, 12）にお







認められたのは，身長の「4 ～ 6 月」と「10 ～
12 月」および「1 ～ 3 月」であった．体力・運
動能力については，性別に関わらず，すべての
項目で「4 ～ 6 月」と「7 ～ 9 月」との間に差
が認められなかった．しかし一方で，握力・反
復横とび・立ち幅とび・20m 走は，男子・女
子ともに「1 ～ 3 月」が「4 ～ 6 月」に比べ有
意に劣っており，握力については「7 ～ 9 月」
との間にも差が認められた．また，「4 ～ 6 月」
と「10 ～ 12 月」の比較では，握力・立ち幅とび・
20m 走（男子・女子）および反復横とび（男子）
において，「10 ～ 12 月」が有意に劣っていた．
これらの結果は，誕生月が最も早い「4 ～ 6 月」


































し，特に「4 ～ 6 月」と「10 ～ 12 月」および「1
～ 3 月」に有意差が認められた．また，「4 ～ 6
月」と「7 ～ 9 月」はいずれも平均点となる 50
点を上回っており，「10 ～ 12 月」と「1 ～ 3 月」
は 50 点を下回っていた．さらに，総合 T スコ
アの上位者（上位 20％に該当した者）におけ
る誕生月別の割合は，性別に関わりなく誕生月
が遅くなるにつれて低下し，特に「1 ～ 3 月」
は男子（6.9％）・女子（8.0％）ともに最も低い
値を示した．一方，「4 ～ 6 月」は約半数（男子：
49.6％，女子：52.3％）を占めており，「1 ～ 3 月」
との比較では男子が 7.2 倍，女子は 6.5 倍の高
い割合となった．したがって，対象者の得点分
布には上半期（4 ～ 9 月）と下半期（10 ～ 3 月）
で平均点からの優劣が分かれる特徴があるとと
もに，総合的な評価として「4 ～ 6 月」と「10
～ 12 月」および「1 ～ 3 月」に相対的年齢効
果が認められることが示唆された．また，総合
T スコアの上位者における誕生月別の割合をふ
























その結果，総合 T スコア（6 項目の T スコア
の平均値）は男子・女子ともに誕生月が遅く
なるにつれて低値を示し，特に「4 ～ 6 月」と
「10 ～ 12 月」および「1 ～ 3 月」に有意差が認
められた．また，総合 T スコアの上位者にお
ける誕生月別の割合は，性別に関わりなく誕生
月が遅くなるにつれて低下し，特に「1 ～ 3 月」
が最も低い値を示した．また，誕生月が最も早
い「4 ～ 6 月」は約半数を占めていた．これら
のことから，スポーツタレント発掘・育成事業
における選考会参加児童の体力・運動能力には
相対的年齢効果が認められ，特に「4 ～ 6 月」
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